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　筆者らは，先にそれぞれの専門科目担当者の立場から教育実習指導の現状と課題について明らかに
した。教育実習は，大学における教職課程教育の一環として位置づく。文部科学省が時代の要請とし
て強調している教職課程教育の質保証とは，大学教育の質保証と連動する。それはまた，各授業担当
者の授業の質保証を前提とする。教員自身は普段の授業実践を通して，自身の授業内容と方法の改善
に向けて不断の努力を重ねている。専門職従事者としての不可避の営みとしてである。一人ひとりの
授業実践の質的向上が総体としての大学教育，そのなかの教職課程教育の質的向上に繋がる。
　大学教育の質保証の評価は，長期的には大学卒業後の家庭・地域・社会・世界等における卒業生の
生き方・仕事の仕方等に現われる。短期的には学生の大学外での活動，とりわけ教育実習等によって
露わになる。その意味では，教育実習という外部評価を常に，大学教育，教職課程教育の質的充実の
指針とすることは教職課程教育を持つ大学の社会的使命であり，責任である。
　前稿でも強調したように，筆者らが教育実践において重視してきたのは，教員の資質能力に必須の
省察性・同僚性・協働性を育む取り組みである。教員養成研究の今津孝次郎も強調するように，教育
の成否は教員がそれぞれの専門性を持って，同僚と学びつつ，けんかに近いやり取りができ，かつ仲
の良い職場である。常に子どもとともに学ぶことのできる職場環境である。
　その意味では，上記の資質能力の形成につながる経験をどこまで養成の段階で保障するかである。
教育実習先で学生が学ぶことは多々ある。養成段階で主体的に学ぶ姿勢を身に付けた学生の学びは，
相対的に質と量が高くなる。段階性・主体性・総合性という観点を指導の基本方針におくことは，学
生の力量形成に有効である。このことは，前稿でも明らかになっている。教職の専門性は，高度な自
律性にある。状況を的確に判断し，それぞれの状況に最適な関わり方を求め続ける姿勢が教育実践の
質を高め続けることに生かされていく。このことは，中央教育審議会の答申「教職生活の全体を通じ
た教員の資質能力の総合的な向上方策について」（平成２４年８月２８日）の考えを具現化することでも
ある。
　以下，（Ⅱ）では，教育実習Ⅰ（実習の事前学習）を中心に，模擬授業体験を通して学生に形成す
べき学習観点がどこまで達成できているか。課題は何か。学生の課題と，教員の課題とを明らかにし，
今後の展望を述べる。（Ⅲ）では教育実習Ⅱ・Ⅲ（本実習）を中心に，学生が大学教育での学びと教
職課程教育での学び，わけても教育実習の事前・事中・事後指導をどう繋げたか。その成果と課題を
明らかにする。一連の教育実習体験を通して学生が自己形成すべき資質能力がどのように体得されて
いるか。学生の課題と，教員の課題とを明らかにし，今後の展望を述べる。
　（Ⅱ）（Ⅲ）を連続した報告として提示する。実習体験当事者である学生，同業者各位の忌憚のない
ご批正を賜りたい。なお，執筆は討議の上で進めているが，文責については末尾に記した通りである。
（徳本）
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　初等教育学科の小学校・教育実習は，表１のような段階から成り立っている１）。いわゆる「分散・
積み上げ方式」をとっている２）。本学科における教育実習の特色は，①省察性②協働性③同僚性④段
階性⑤主体性⑥総合性である３）。３年次前期の教育実習Ⅰは，３年次後期の教育実習Ⅱ・Ⅲの事前事
後学修であり，グループに分かれて教材研究・模擬授業を行う。教育実習Ⅰは，教育実習Ⅶと教育実
習Ⅱ・Ⅲとをつなぐものであり，各教科教育法を中心とした大学での学びと小学校での教育実習とを
架橋する実習でもある。

　教育実習Ⅰのねらいと概要，到達目標は，以下の通りである。
「本実習（教育実習Ⅱ・Ⅲ）に臨むにあたり，実習生としての確かな心構えと教育実践力を養うことを目標とする。
前年度に終えた観察実習（教育実習Ⅶ）の体験をふりかえり，教材研究や指導案作成の仕方等をより深く学習す
る中で，事前に取り組むべきことを明確にする。小グループに分かれてからは，実際の教材研究や教材開発，模
擬授業に取り組む。授業外の時間を活用して，模擬授業に関する担当教員との打ち合わせを行い，指導を受ける。
本実習終了後は，実行委員会を中心に実習報告会を企画・運営・実施し，学習のまとめとする。」
①　各教科・領域の復習，参考資料の収集，指導技術・指導法についてのレポート課題に取り組み，基礎をかた
める。
②　各教科・領域の学習指導案について理解し，自分で書くことができる。
③　教材研究・教材開発に取り組み，教材・教具等も準備することができる。
④　学習したことを活かして，授業者・学習者として模擬授業に取り組むことができる。

　平成２５年度・教育実習Ⅰの具体的な実施計画は，次の通りであった。

１平成２５年度・教育実習Ⅰ（小学校）の実際

【表１：初等教育学科２～３年次の教育実習】

ガイダンス・報告会授業コマ数・実習期間開講時期・実習校実習の名称・単位
事後学習会１５コマ分２年次　前期教育実習Ⅶ（観察・参加実習）
内諾訪問ガイダンス１週間６月　（広島県内協力校）選択履修　１単位

教育実習事前ガイダンス
１コマ分（オリエンテーション）２年次　２月教育実習Ⅰ（事前事後学修）
１７コマ分３年次　前期小免必修　１単位

教育実習報告会２０日間（４週間）３年次　後期（出身校等）
教育実習Ⅱ・Ⅲ（本実習）
小免必修　４単位

【表２：平成２５年度・教育実習Ⅰ（小学校）実施計画】

学　　習　　内　　容実　施　日講　数
教育実習Ⅰオリエンテーション……趣旨説明，グループ決め２／８第０講
全体会……教師からのアドバイス，春期課題の提出，諸連絡４／１２第１講
全体会……教師による示範授業，今後の取り組みについて４／１９第２講
第１クール　模擬授業Ⅰ～Ⅲ４／２６，５／１０，５／１７第３～５講
第２クール　模擬授業Ⅰ～Ⅲ５／２４，５／３１，６／７第６～８講
４年生との「実習報告会」引き継ぎ会（教育実習報告会実行委員のみ出席）６／１４第９講
第３クール　模擬授業Ⅰ～Ⅱ６／２１，６／２８第１０～１１講
第４クール　模擬授業Ⅰ～Ⅱ７／５，７／１２第１２～１３講
教育実習Ⅱ・Ⅲ（本実習）事前説明会７／１９（１コマ）第１４講
代表者による全体研究授業Ⅰ７／１９（３コマ）第１５講
代表者による全体研究授業Ⅱ７／２６第１６講
全体会……教師による総括・激励，教育実習Ⅰの振り返り８／２第１７講
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　第０講は，主担当教員から授業の趣旨や春期休業中に取り組む課題について説明した。課題は，教
育者による授業実践や指導技術・指導法等に関する文献のレポート作成，グループで担当する４教科・
領域の学習指導案・先行実践例の収集である。２年次の各教科教育法についての復習，学習指導要領・
解説の熟読も含まれる。レポート作成によって，様々な教育者の教育理念・教育実践を学び，自身の
取り組みの下地をつくる。各教科教育法についての復習，学習指導要領・解説の熟読によって，自身
が担当する授業が，児童のどのような力量形成のためにあるのかを理解する。学習指導案・先行実践
例の収集によって，教材研究の参考資料として活用する。４月から模擬授業を行うにあたり，これら
の事前学修が必要になる。

　グループ決めでは，例年８グループに分
かれて各教科・領域の模擬授業に取り組む。
学生が所属する専修では，その教科の模擬
授業を体験している場合が多い。学生は ,
自身の専修の教科が含まれていない方のグ
ループに属する。グループ決定後，代表
者・副代表者を選出する。代表者は，教育
実習報告会の実行委員も兼務する。グルー
プの目標，担当教科・領域や模擬授業の順
番等も決める。今年度の受講者は６７人であ
り，８人班が５グループ，９人班が３グ
ループの編成であった。

　本学は双方向の授業を重視している。教員からの一方通行的な指導では，学生の学修に資さない。
双方向性確立の方法として，コメントシートの活用の他，随時学生からの質問・相談に応じている。
コメントシートには提出物チェックリストも設け，自己管理させるように促している（資料１）。毎回，
学生は授業の振り返りを行うことで省察し，記入したコメントシートを担当教員に提出する。担当教
員は，所見を読んで次の授業時に学生へ返却する。教員からの所見は，学生に対する激励や課題への
示唆等である。学生は教員の所見を読んで自身の取り組みにフィードバックさせ，次の歩みへとつな
げていく。「流れは頭に入ってはいたが，やっぱりみんなの前に出ると抜けていることが多かった。
話し方について，自分も気付いたが，しっかりと意識したい。反省点が多かった」（学生）「模擬で反
省点が見付かるのは良いことです。次は改善あるのみ。」（教員）といった相互のやりとりから，学生
が自身の改善点に気付き，教員の所見によって次の授業への意欲を高める材料となっていることが読
み取れる（資料１）。
　第１～２講の全体会では，各教員からの諸連絡・激励，代表教員による示範授業等を行う。第２講
の代表教員による示範授業では，教科指導のあり方，教材研究の仕方，模擬授業・協議会の進め方等
について教員から具体的に学ぶ。１５分の模擬授業，１５分の協議会を実施することで第１クールからの
学びのモデルを示す。協議会では，教員が進行を行い，授業者の反省・振り返り，質疑応答，授業者
の感想，司会者による総括（成果と課題）といった一連の流れを学生に掴ませる。今年度の示範授業
は，道徳と音楽であった。
　第３～１１講では，グループ別に分かれて学生たちが模擬授業を行った。第１～４クールで，４教科・
領域の模擬授業を行う。１５分間の模擬授業と１５分間の研究協議会を行う。授業者の学生は，教員とし
て授業を行い，他の学生は児童役となる。授業者はもちろん，児童役となることも模擬授業での大き
な学びである。児童になりきることは難しい。学年や発達段階を考慮しつつ，予想される反応を想定
して演じなければならないからである。児童役での学びは，授業者として実践する際にも役立つ。協
議会では，授業者自身の反省・振り返り，質疑応答，担当教員による助言，司会者による総括等を行
い，感想・意見を交流する。教員，児童役の学生は，各教科・領域共通の「模擬授業評価表」に記入

【表３：平成２５年度・教育実習Ⅰ（小学校）グループ一覧】

第４クール第３クール第２クール第１クールグループ（人数）
体　育理　科音　楽国　語Ａグループ（８人）
理　科体　育国　語音　楽Ｂグループ（８人）
音　楽国　語体　育理　科Ｃグループ（９人）
国　語音　楽理　科体　育Ｄグループ（８人）
道　徳算　数図　工社　会Ｅグループ（９人）
算　数道　徳社　会図　工Ｆグループ（８人）
図　工社　会道　徳算　数Ｇグループ（９人）
社　会図　工算　数道　徳Ｈグループ（８人）
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し，毎回授業者に
渡している（資料
２）。態度・姿勢，
内容，板書，発問，
対応，時間の６項
目について記入す
ることで，授業分
析の方法を実践的
に学ぶ。授業者も
自己評価をするこ
とで，授業を省察
する。このような
取り組みを通して，
グループ内で協働
性・同僚性が育ま
れて行く。教育実
習Ⅱ・Ⅲでも，役
立つ学びである。
この「模擬授業評価表」は，他の授業や教員採用試験対策チャレンジセミナー等でも使用されている。
　学生１人につき，計３教科・領域の模擬授業を担当する。模擬授業の数週間前から，学習指導案の
作成，教材・教具の準備，板書計画の作成等の教材研究に各自で取り組む。事前に各教科・領域の担
当教員と相談し，授業化する教材の選択，対象学年の選定，学習指導案の作成，授業の進め方等につ
いて話し合いを持つ。学生たちは自主的に集まり，
空き教室を利用していわゆる模擬模擬授業（模擬
授業当日に臨む前に行う自主的な模擬授業）にも
取り組む。空きコマや放課後等の授業外を利用し
た事前・事後学修が多くなる。
　例えば図画工作では，題材に対する見通しを持
たせ，児童の学習意欲を高めるために，事前学修
では参考作品や掲示物を作成したり，教師による
示範を練習したりする。その上で，模擬授業当日
に臨む。深い教材研究が模擬授業成功の鍵となる
（写真１・２）。
　前稿で示した通り，図画工作科の授業を実践す
るために必要な資質・能力を「図工授業力」と筆
者は定義している。図工授業力は，図工的教養と
授業実践力の２つの側面から成り立つ４）。深い教
材研究と高い図工的教養という確かな骨子があれ
ば，たとえ児童が予想外の反応や表現をしたとし
ても臨機応変に対応することができる。深い教材
研究と高い図工的教養は，授業実践力の基礎にも
なる。大学での模擬授業，本実習の事前学修の段
階でこのことを学生に気付かせ，教育実習Ⅱ・Ⅲ
に臨むための基礎になることを意図している。

【資料１：教育実習Ⅰコメントシート（Hグループ）】

【資料２：模擬授業評価表（算数の代表者模擬授業の例）】
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　第９講では，「教育実習報告会」引き継ぎ会を行った。教育実習報告会実行委員のみ出席し，昨年
度実行委員の４年生と報告会の進め方について引き継ぎを行った。この週は，２年生の教育実習Ⅶ（観
察実習）の宿泊指導中であり，担当教員の多くが不在であるため，例年引き継ぎ会にあてている。
　第１４講では，教育実習Ⅱ・Ⅲ（本実習）事前説明会を行った。資料として，教育実習記録（記録帳），
教育実習事前訪問・当日について（小学校），教育実習Ⅱ・Ⅲ実施要項，教育実習日誌サンプル（教
育実習記録の記述例，資料３），授業観察記録サンプル（資料４），授業実習記録サンプル（資料５），
教育実習のまとめサンプル（資料６），教育実習費振込用紙（該当者のみ）の９種類を配付した。
　今年度追加した資料は，教育実習にあたっての目標サンプル（資料７），教育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（小）
自己確認シート（資料８），２０１３年度小学校教育実習Ⅱ・Ⅲに向けて（資料９）の３種類である。自己
確認シートは，教育実習に関わって行うこと，教育実習関連提出物の一覧表である。提出・実施日を記
録し，４段階で自己評価する。教育実習は取り組むべき事項や提出物が多い。遺漏のないよう自己管理
させるために今年度から導入した。多忙な教職生活に対応するため，限られた時間を有効に使う習慣形
成の一助となることを意図した。省察性・主体性を持って教育実習に取り組ませるねらいもあった。
　さらに，教育実習記録の充実に向けての指導にも力を入れた。その意図と内容は，資料１０の通りで
ある。

【資料３：教育実習日誌のサンプル】

【写真１・２：図画工作科の模擬授業（板書と参考作品・授業者による示範）】
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【資料４：授業観察記録のサンプル】

【資料５：授業実習記録のサンプル】
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【資料６：教育実習のまとめのサンプル】

【資料７：教育実習の目標のサンプル】



18 教職センター年報　2014 年第２号

【資料８：教育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ自己確認シート】

１．模擬授業からの学び
　模擬授業も最終段階。既に三つの授業を終えた人もいるだ
ろうが，授業参観者としても有終の美を飾られたい。その上
で，模擬授業からの学びとは何であったかを振り返られたい。
授業をする上で不可欠な要素は何か。自分は何が足りないか。
ここを考える。教職従事者に必要な省察という行為である。
２．授業の構成要素
　授業をする上で不可欠な要素は何か。３分ほど，考えてみ
たい。（以下，目をつぶって考える。はい，どうぞ。）
（３分経過。）
　目を開けて続きを読む。以下の４つの要素からなる。①子
ども研究（児童の実態，生育歴，家庭環境，人間関係等の理
解に関する，より多くのかつ深い理解）②教材研究（授業と
は，人類と民族が培ってきた文化遺産を子どもと共に学ぶな
かで伝達・継承・発展させるための意図的な営みである。し
たがって，深い教材研究なくしては，質の高い授業はできな
い。）③時代・社会研究（①と②とは，時代・社会的背景等に
関する理解を踏まえないと詳しいことは見えてこない。児童
の成育歴や家庭環境のことについても，具体的なこととして
見えてくるはずである。）④自己研究（授業をする，教職を目
指す学生としての自分のことが分かっている人でなければ，
上記の①②③の意味が半減する。授業の中での教師の説話等
も児童の心に響くものは期待できない。児童理解に関しても，
自己理解を踏まえない教員の児童理解は底の浅いものにな
る。）
　以上は，私の見解。これ以外にもあるだろう。批判的に検
討されたい。（協議項目にしたい。）
　⑤として，応答力の研究というのもあるかもしれない。教
材展開能力ともいう。しかし，これは上記の関連事項である
ということであげなかった。

　模擬授業の中から見えてきたであろう，授業を行う上で必
要な構成要素に関して，自分はどの要素が，どのように課題
としてあるのか。ここを振り返る。
　児童への対応に関する要素については，実習Ⅶ等での学び
も振り返ってみる。以下は極論を書く。模擬授業での児童役
は２０歳を過ぎた大学生のそれ。うまくいかなかったとしても
あまり気にしなくてもよい。生身の子どもは，もっと具体的
な，生き生きした存在である。その分，自分の予想を超える
ような発言や行動をする児童がいることも事実ではある。し
かし，そのような児童が教職を目指す学生を育ててくれる。
　今回，児童役を担った学生は，どこまで具体的で生き生き
した児童を演ずることができたであろうか。あるいは，児童
役を担った指導担当教員は，どうであったか。この点も，研
究協議の対象になるであろう。（なったであろう。授業を正確
に聞かずに，あるいは理解度の不足からの勘違いの発言もあ
る。この児童役の役割は，具体的で現実味のある姿である。）
３．教育実習Ⅱ・Ⅲの準備
　先のことになるとはいえ，実習の目標は書いただろうか。
実習の目標が念頭にあるからこそ，学びは具体的になる。こ
れを意識していなければ，学びの原動力は生まれにくい。む
ろん，実習は学習段階を経て行っている。それゆえ今回は，
実習Ⅶ・実習Ⅰのそれを踏まえ，それらを超えた目標を書く
ことが期待される。
　仮に現時点で叩き台を書いていないとすれば，本資料を読
んだ今，すぐ書いてみる。第一次案である。そして，どこま
でのことが書けたかを自分で確かめる。友人と交換する。こ
うした学びの繰り返しが教員としての資質能力の向上に繋が
る。完成度は，実習直前が一番になるだろうが，大幅に変わ
るということなどは考えられない。したがって，先延ばしは，
ろくなことがない。すぐ，書く。（自戒を込めて。）

【資料９：２０１３年度小学校教育実習Ⅱ・Ⅲに向けて（メモ）（２０１３．７．５）】　徳本達夫
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　その際，実習Ⅶの報告書を読み直すという作業は欠かせな
い。実地体験をしたのだから。自他の経験から学ぶという姿勢
が人を育てる。
　ある程度書き終えた時点で，参考程度に先輩の日誌を読ま
せてもらうことも考える。順序は，この順番。逆ではない。先
輩のそれを見せてもらって，それを写すなどという行為は，
その姿勢だけでも教職志望者としてはいただけない。先輩のそ
れは，時間をかけて，悔し涙を流した結果としてのそれであっ
て，そのような過程を踏まえないものは，実習に行ってから
自分のものになっていないことが分かってうろたえる。
　日誌を見せてもらうことは，むろん，自分から先輩にお願
いする。（この件に関して，教員からお膳立てすることはしな
い。そのような教員の行動は，結果として学生が伸びることに
結びつかない。必要に迫られてこそ，人は力を付ける。実習
に行くのは，学生本人である。生身の子どもは，とてもかわい
い。魅力的である。本気でやった分，子どもが実習生を化け
させてくれる。子どもも，実習生との出会いによって化ける。
指導教員も同様である。お互いに化けることができるかどうか。
これが学びの極意。）
４．目標をゼミ担当教員に一読してもらう
　目標をゼミ担当教員に一読してもらう。指導も請う。
　実習Ⅰ担当教員に対しても，複数の立場からの指導をもら
う意味で一読してもらうこともあり。（その前提として，学友
との交換も欠かせない。）
　この作業が実習に向けての実習生全体の意識を高めること
につながっていく。手抜かりなく。
５．大学授業の見直し
　実習は，大学での学びが前提になっている。したがって，
当然学ぶべきことを学んでいなければ，質の高い実習は難しい。
大学授業の見直しが必要になる理由である。関連授業を振り
返る作業も必要になる。模擬授業のなかでもこの作業はしてき
たであろうが。
　道徳に関して言えば，今回の模擬授業の児童の設定として
は，特別な支援を必要とする児童は想定されていなかった。
しかし，統計上，実際の学級にはそのような児童は６パーセ
ントいるはずである。そのことを認識しているかどうかは，実
習の質を左右する。
　余談ながら，特別支援教育を履修していない学生は，「大学
で教えられていない」などと応えないこと。正直に，事情で受
講しなかったけれども，卒業までに受講して理解しておくと
応えたい。本学で特別支援教育の授業が実施されていることは
ご存知だから。
６．『文教教育』にも目を通す
　これまでの先輩の学びの一端は，『文教教育』にある。参考
以上のものになるはず。一読して，価値を見いだせなかった
学生は，申し出られたい。
７．代表模擬授業のこと（重要）
　２回にわたって代表者による模擬授業（４５分方式）を，例
年同様，実施する。希望者は申し出られたい。
　希望者の例。１５分の模擬授業で物足りなかった学生，うま
くいかなくて再挑戦したいと思う学生，さらに磨きをかけたい
と思う学生，友人から刺激を受けた学生，等々。要するに，
誰が代表者になってもよい。いかなる授業であっても，授業
から学ぶことは多々ある。
　今年度は，受講生が多い。したがって，学生の割合からす
れば，６人は代表模擬の機会を保障してもいいのではないか

と，個人的には思う。しかし，日程の関係上，例年同様，４
名限定となっている。倍率は高いとはいえ，遠慮は不要。力
を付けたいと思う学生は資格あり。力をつけなければならない
学生も，資格あり。要するに，すべての学生が資格ありという
こと。
　むろん，半数の学生の前で本番に近い授業をするのだから，
相応の準備は必要になる。指導案の改訂ももちろん，リハー
サルも１度ではすまないだろう。しかし，何度もいうが，全員
が実習に赴くのである。今回，代表模擬をすることができな
かった学生も，別途，自分たちで４５分の授業を，本番までに
何回かは経験しておくことは大前提のことである。自分たちで
やるか，授業の一環としての中でやるかの違いだけである。授
業の一環としての代表模擬は，諸条件は整っている。活用し
ない手はない。
　人は，その気になることはできるが，その気にさせることは
できない。その気になった者は，成長し続ける。実習Ⅶで出
会った子どもたちは，いずれも，成長し続ける子どもたちで
あった。そのような子どもと４週間にわたって学びあう。気
後れしていては話にならない。少なくとも，たった５日間の
観察実習でもより多くのものを学んだ。同時に，もっと学校
で学びたいと思った学生である。その時の思いを，形にする
ことは半年前の自分の思いに誠実に応えることである。怖気づ
いていてはもったいない。実習Ⅶの報告書の印刷と配布が，
同時展開できた初めての学年であった。分量的にも最大のも
の（３０万字以上）を読ませることとなった初めての学年。ひ
とえに学生数が多いからであるが，量は質に転化する。このこ
とも，『文教教育』の関連資料に記した。より多くの学生とと
もに学ぶことができている学年であることをもっと積極的に活
用してもいい。場合によっては，近い将来，同業者として最
も多く仕事に従事することにもなる可能性がある。
　話が飛んだ。さて，現実問題。全員が希望された場合は，
抽選か，話し合いにすることになる。参考までに，２０１２年の
道徳は５人の学生がチームを組んで担当した。指導案の構想
を５人で練り，実際の授業では，授業者，子ども役，ゲスト
としてそれぞれの役を果たした。応用は利く。実践力の問題で
ある。１０人が希望しても面白い。知恵はいくらでも出る。（詳
細は，『文教教育』にある。参考以上のものになるはず。）
　大学で燃えなくて，実習先で燃えるという学生もいるだろう
が，大学の代表模擬をしたからと言って燃え尽きるほど，内
部燃料が乏しい学生ではないはず。燃え始めると，周囲からさ
らに燃料を得るというのが，燃える人の場合。燎原の焔を期
待している。
　話しがくどくなってきたから，ここでおしまい。早い話，
全員が希望すればいいこと。対応は次の問題になる。希望者
がいないことのほうが厄介である。
８．実習報告会のこと
　実習後の報告会の研究討議の柱を何にするか。この点につ
いても，『文教教育』の中に参考として書いてある。目標の参
考にもなるはず。いずれも，質の高い学びを志せば，活用でき
る資料である。それらは踏襲するための資料ではない。それら
を乗り越えるための叩き台としての資料である。また，そのた
めに作成した。実習希望者がどこまでの活用ができるか。それ
は，各自のこれまでの学びの質にかかっている。それは又，
教員の指導の質でもある。
　委員会は動き出してはいるが，委員任せにしないこと。実
習には全員が行くのだから。
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９．実習Ⅰ春季課題の図書・指導案の活用
　時間をかけて作成した課題。今回の実習に活用したい。読
み直すことも考えてみたい。学友同士の上報交換も。万一，

まだということであれば，即刻実現させたい。学びあう関係は，
教職従事者にとって最低限の要素である。これらはすべて，
人間科学基礎演習の中で説明したこと。（以上）

１．記録というもの
　教員の専門性の一つに記録の作成がある。教育実践の質は
記録の質によって高められ，記録の質は，省察の質によって
深められる。省察性は記録を基にした振り返りである。記録
を基に同業者との相互検討も可能である。その意味で記録の
充実は学びの充実と同様の重さを持つ。
　記録する力はこれまでも指導してきた。事実の部分，考察，
疑問等の部分は教育実践を正確に観察する力，それらを文章
化する力が必要である。考察，疑問等の記録については，批
判的精神を持った学習能力が不可欠である。実習での記録は，
その意味で実習生の学びの総体が露わになる。
　教室型の学びと違って，野外型の学びである実習での学び
は実習生の主体性がより求められる。全体把握力も重要であ
る。柔軟な，文化人類学的な学びの姿勢を欠くと，深い対象
理解に繋がらない。身体に刻み込まれる学びはある。その学
びがさらに広がりと深まりに繋がっていくためには，その学
びが記録化されることが不可欠である。記録の意義は既に教
育実習Ⅶにおいて体験的に学習しているが，再確認の意味で
本年度，実習記録帳の記録充実のために教育実習Ⅰの段階で
各種資料を配布・指導した。それぞれの意図は以下である。
２．記録の対象と方法
　①実習の目標　　実習Ⅶの学びを踏まえ，それを発展させ
る形で記載する。実習の段階性・継続性・発展性である。さ

らに，教職志望の動機と絡めて目標を記載する。実習校の指
導担当者に対する自己紹介の一環でもある。実習生自身，教
職志望動機を自己確認することによって目標がより具体的に
なる。ゼミ担当教員の指導も受ける。先輩の実習記録帳を借
り受け，一読する。疑問点があれば，当の学生に質問もでき
る。
　②日録　　日々の実習内容を簡潔にかつ過不足なく記録す
る。考察欄に関しては，時間経過に伴う事実の羅列ではなく，
事実の経緯を踏まえつつ，エピソード記録となることを意識
する。その際，指導教諭の所見は実習の質を高めるために重
要である。指導の甲斐があるように充実した実習とその記録
化に努めたい。
　③実習先での講話の記録　　大学での学びを踏まえつつ，
講話内容を簡潔にかつ過不足なく記録する。
　④実習校の先生方の授業参観記録　　授業の意図，発問，
児童の反応とそれへの授業者の応答的かかわり等，意識を集
中させて参観し，記録化する。
　⑤実地授業の記録　　実地授業においては，指導案のみな
らず，実際の授業の記録を赤字で追記するほか，授業後の考
察，指導担当教諭からの指導助言内容を簡潔にかつ過不足な
く記録する。
　⑥実習の総括　実習の全体を振り返り，その学びと今後の
課題等を明確に具体的に記録する。

　第１５～１６講では，２回にわたり代表者による全体研究授業を行った。４５分間の模擬授業とその後協
議会を行った。例年，学生自身の立候補，担当教員の推薦により代表者４人を決定し，２グループに
分かれて模擬授業を行う。今年度は，学生からの立候補はなく，４人とも担当教員からの推薦であっ
た。第１５講・全体研究授業Ⅰでは算数と国語，第１６講・全体研究授業Ⅱでは社会と理科を行った。児
童役となる各グループの学生は，第１～４クールまでで体験していない教科・領域の模擬授業の方へ
参加した。
　第１７講では，授業全体の振り返りと学習のまとめを行った。担当教員からの気づき，総括，激励を
行い，教育実習Ⅱ・Ⅲに向けての意識化を図った。筆者は，図画工作科の模擬授業について総括した。
どの学生も教材研究がしっかりできており，性質の異なる複数の参考作品を用意することができてい
たこと，授業者自身が楽しんで授業することができていたことについては高く評価した。教材研究が
遅れ気味だった学生もいたことは，改善すべき点であると伝えた。教育実習Ⅱ・Ⅲに向けては，指導
担当教諭から引き継ぎ，途中から関わる図画工作の題材でも，教材研究を行うことが大切であると学
生に伝えた。題材自体は指導担当教諭のものでも，授業自体は実習生本人のものである。教材研究を
通して自分で体験し，自分のものにできていない題材を児童に指導することはできないと，図画工作
担当の見地から強調した。このことは，教材研究・学習指導案作成における基本的姿勢・原則である。
担当教員のコメントの後，グループ毎に学習指導案を提出し，「教育実習Ⅰ　全体についての振り返り」
という自己評価シートに記入して終了した。
　夏期休業中には，グループで自主的に模擬授業に取り組んだ。例年，第１～４クールで授業をする
ことができなかった教科を中心に，夏期休業中に模擬授業に取り組んでいる。協働性・同僚性・主体
性を養う取り組みである。代表者しか体験できなかった４５分授業にも取り組み，教育実習Ⅱ・Ⅲに備
える。自己確認シートの記録によると，提出学生の８割が算数・国語・道徳を中心として主体的・自

【資料１０：実習記録帳の記録について～実習の充実に資する記録の充実へ向けて～】　徳本達夫
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主的に４５分授業に取り組んでいる。そのうち８人は２～４教科・領域を実施しており，その他は１教
科・領域を実施している。今年度は，算数の４５分授業を実施した学生が最も多かった。（佐伯）

　第１７講で学生に提出させた「教育実習Ⅰ
　全体についての振り返り」という自己評
価シートの結果をもとに，教育実習Ⅰの成
果と課題について考察する。①模擬授業に
向けた事前準備，教材研究等の取り組み②
指導案の作成③自分の授業④グループでの
協議の仕方⑤各担当教員の指導⑥全体を振
り返って，の６項目について５段階で満足
度，およびその理由等も自由記述させた。
結果は，⑤各担当教員の指導④グループで
の協議の仕方に対する満足度が高く，②指
導案の作成③自分の授業に対する満足度が
低い結果となった。以下，各項目について
成果と課題を明らかにする。

（１）模擬授業に向けた事前準備
　満足度が高い学生は，余裕を持って教材研究や模擬模擬授業に取り組み，本番に臨むことができた
という回答が多かった。満足度が低い学生の多くは取り組みが遅く，事前準備が不十分であったこと
を理由として挙げていた。少数ではあったが，予定通りに模擬授業を実施できなかった学生もいた。
ここ数年，教育実習Ⅰの履修を含めた本実習参加要件を満たすことができず，配当セメスターで教育
実習Ⅱ・Ⅲを履修できなかった学生も数名いる。入学後から，教育実習に向けた段階性・主体性・省
察性を育成する取り組みが必要とされる所以である。とりわけ，段階を追って学生の意識を高めてい
くことが重要である。下学年の段階から，近い将来次の段階に進み，授業者の立場になること，その
段階はすぐに来ることを意識化していく必要がある。教育実習Ⅶの事後学習会，教育実習Ⅱ・Ⅲ報告
会に１年次から参加することで，学生に教育実習への見通しを持たせたい。報告会への参加は，学生
の平素の授業の受け方を意欲的にする。筆者は，図画工作の授業の初回・最終回などで，次の授業や
教育実習とのつながりを意識させ，学びを架橋する取り組みを重視している。平素の大学授業を真剣
に取り組めば，自ずと教育実習の事前学修になる。全ての授業でそうなれば，学生にとって質の高い
学びを保障できる。
　教材研究の不十分さを反省点として挙げていた学生は，その理由として模擬授業で取り扱う教材・
単元だけでなく，当該分野の既習・未習事項の理解不足を挙げていた。既習事項の理解不足について
は，教員側の課題でもあろう。学生の実態を踏まえた授業展開が求められる。理解不足の学生に対し
ては，正規の授業時間外に補習授業のような取り組みが必要であろう。
　学生にとっては，配属児童の一年間の学習課程を踏まえた教材研究が必要になるだろう。全教科・
領域の教科書・副読本を一読することも求められる。児童の既習事項と絡めた授業展開が可能になる。
児童に重層的な学習が提供できる。
　模擬模擬授業を行った学生の中には，本番の模擬授業と同じグループで行ったものもいたようであ
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図１【グラフ：自己評価シートの集計結果】
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る。模擬授業が単なるリハーサルとなってしまっては意味がない。授業は，常に臨機応変な対応が求
められる。ゼミの仲間等，教育実習Ⅰのグループとは別のメンバーで模擬模擬授業を行うよう全体会
で促す必要がある５）。同じグループのメンバーによる模擬模擬授業であったとしても，児童役が常に
発言や反応を変えていく必要がある。
（２）指導案の作成
　満足度が高い学生は担当教員による添削を２回以上受けることができたと述べる等，早目の提出を
心がけていた。しかし，最も重要なのは，学生自身が教材研究に十分時間を割くことである。深い教
材研究をしたからこそ，教員の指導や添削の回数が増えたのである。本気で取り組んでいたことの証
である。反省点としては，オリジナリティの不足，教材観等の記述不足が挙げられた。オリジナリティ
の不足は，教材研究不足が原因である。教材観等の記述不足も同様である。児童観・指導観の記述不
足は，児童理解研究の不足が原因である。春期休業中の課題では，学習指導案・先行実践例の収集を
行った。その資料を比較検討しないで，あまり手を加えないまま流用した学生は，満足度が低かった。
なお，少数ではあったが，担当教員による書き方の指導の違いを課題として挙げている学生もいた。
学習指導案の書き方の基本さえ学んでおけば，あとは応用すれば対応できるはずである。
（３）自分の授業
　他の設問に比べて最も満足度が低い結果となった。学生の自己肯定感の低さもあるが，むしろ省察
性の高さによる結果だと前向きに捉えたい６）。自身の課題が明らかになった分，成長の材料となりう
るからである。課題としては，教材研究の甘さ，曖昧な発問，不十分な板書（文字の大きさや字形，
筆順，筆圧，バランス，書くスピード等）等が挙げられた。
　教材研究には甘さがあるものの豊かな表情や声かけ等のコミュニケーション能力が高い学生と，教
材研究はしっかりしているものの教師主導になりがちな学生という両極が見られた。図画工作の場合
でいえば，前者は授業実践力の高い学生，後者は図工的教養の高い学生ということがいえよう７）。コ
ミュニケーション能力と教材研究，両者のバランスのよい学生が，自身の授業への満足度も高かった。
準備不足であると，自信のなさが不安や緊張につながるようであった。上がり症であるため笑顔で授
業することができなかったこと，臨機応変な対応ができなかったこと等も課題として挙げられていた
が，教育実習Ⅱ・Ⅲの中で場数をこなすことである程度克服できるものと思われる。
（４）グループでの協議の仕方
　満足度が高かった。模擬授業のよかった点だけでなく，改善点についても指摘することができ，高
め合うことで成長につながったという回答が多かった。グループのメンバーから異なる視点でアドバ
イスを伝えてもらうことができ，参考になったという感想が多かった。回を重ねる毎に，協議の内容
も深まっていったようであった。この協働性・同僚性が初等教育学科の学生の持ち味であり，ゼミや
教育実習Ⅶでの学びの成果でもあろう８）。
（５）各担当教員の指導
　最も満足度の高い結果となった理由は，指導案の添削や協議会でのアドバイス等，丁寧かつ熱心に
指導してくださったというものが多かった。しかし，学習指導案の書き方に対する指導が教員によっ
て異なっていたという意見も僅かではあるが認められた。担当教員間で，共通理解を図る必要がある。
共通理解とは，学習指導案の様式を統一することではなく，学習指導の本質を踏まえ，なおかつ臨機
応変に対応できるような応用力を身に付けさせることである。
（６）全体を振り返って
　全体の約１９％が５，約５７％が４，約１６％が３，約１％が２という結果となった。この項目では，自
分の取り組みや今後の課題，教育実習Ⅰについての要望も記述させた。
　自分の取り組みについては，教育実習Ⅰを通して自身のいいところと克服すべき課題とを見付ける
ことができている。学生自身の今後の課題としては，夏期休業中に事前準備，教材研究や模擬授業を
行い，教育実習Ⅱ・Ⅲに備えたいという回答が多かった。目前の教育実習Ⅱ・Ⅲのみならず，残され
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た学生生活の中でどのような取り組みをしていくべきか，考え直すきっかけになったようである９）。
　教育実習Ⅰについての学生からの要望には，自分のゼミの教科も模擬授業できるようにして欲しい
という意見があった。２年次からの「教科教育学演習」の中で模擬授業を実践しないゼミ（専修）も
あることから，このような意見が出た。特定の専修生が集中するというグループ編成の偏りを改善で
きないかという意見もあった。この点については，グループ決めを行う第０講において今まで以上に
意識させることで改善したい。模擬授業の講義を，２年次にも入れてほしいという意見もあった。２
年次の各教科教育法で，これまで以上に模擬授業を取り入れる方法もあるだろう。１５分の模擬授業を
延長してほしいという要望も複数あった。授業全体の流れがつかめず，導入のみに力のこもった授業
になってしまうという理由が挙げられた。導入も大切であるが，時間をかけ過ぎて授業の本題に入る
ことができないまま終了してしまうようでは意味がない。次年度からのカリキュラム改訂により，模
擬授業時間の延長が実現可能になる。１５分間の模擬授業でやるべきことは何かを明らかにした上で，
時間変更についても前向きに検討したい。１５分間の模擬授業でやるべきことは，徹底した教材研究を
踏まえた柔軟な授業展開を体験的に学ぶことである。

　教育実習Ⅰにおける模擬授業体験を通して学生に形成すべき学習観点がどこまで達成できているか，
成果と課題とは何かについて考察してきた。
　その他，教育実習Ⅰ主担当が感じている課題としては，全体研究授業の代表者選出の際，学生から
の立候補がなかったことが挙げられる。今年度の代表者は，「いろいろな人から意見をもらうことで，
自分が思い込んでいたものがあったことに気付いた。自分が考えたことなどについて，様々な視点を
持って色々な表現の仕方や考え方というものを見付けていきたいと思う。」「学習規律の大切さが良く
わかった。他にも指摘されたところを改善できるように頑張りたいです。色々な意見をもらえて，と
ても参考になりました。」「終わる時は色々な思いが溢れてきて涙が流れました。みんなからの“よかっ
たよ”“お疲れ様”“感動したよ”の言葉は，大きな自身と誇りです。もらった評価表や数々のアドバ
イス，何度も練り直した指導案，授業グッズは私の宝物です。」と述べている。「特に，代表模擬は不
安と緊張でいっぱいだったが，自分のステップアップのための貴重な経験となった。」という授業者
の感想もあった。例年，代表者の選出には苦心する。準備等も大変であるが，授業後の代表者自身の
満足度は非常に高く，学習成果も大きい。複数の立候補者が出てくるよう，学生の主体性・自主性を
喚起することが担当教員全員の課題である。
　以上は，教育実習Ⅰ主担当教員による成果と課題についての考察であった。続く（Ⅲ）では，学生
が，外部の実習校ではどのような評価をされてきたのか，明らかにする。（佐伯）
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